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現在，福島県小名浜港では，東港地区国際物流ターミナル（人工島）と３号ふ頭を連絡する臨港道路

（橋梁）の建設が進められている．中でも航路部の橋梁構造は，5径間連続PCエクストラドーズド橋が採

用されており，小名浜港の景観に調和する新たなランドマークとなるとともに，夜間の橋梁照明により港

の夜景を彩るシンボルとしても期待されている．本稿では，当該橋梁で計画している橋梁照明について，

明るさや見えやすさ，印象等を把握するため，施工に先立って実施した現地試験の実施結果を報告すると

ともに，景観性及び機能性に配慮した投光器カバー等の附帯施設のデザイン配慮について報告する． 

 
キーワード :エクストラドーズド橋，橋梁照明，現地試験，LED  

 
 

１．橋梁概要 

 

路 線 名：小名浜港東港地区臨港道路 

橋梁位置：福島県いわき市小名浜港内 

発 注 者：国土交通省東北地方整備局 

小名浜港湾事務所 

構造形式：5径間連続PCエクストラドーズド橋 

橋 長：510m 

支 間 長：75m+3@120m+75m 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 橋梁位置図 

平成23年9月撮影 

東港地区国際物流 

ターミナル（建設中） 

架橋位置 

現地試験における

橋梁照明箇所

図-2 橋梁全体一般図 



 

２．橋梁照明計画 

 

(1)照明計画における与条件 

当該橋梁の橋梁照明は，本橋の形態特性と演出の

有効性を考慮して海上橋梁部の「主塔」と「ケーブ

ル」のみを対象とすることが与条件であった．桁側

面に設置される航路灯や橋脚基部に設置される衝突

防止灯との干渉を避けるため，路面より下部は対象

外とされた．また，投光器の橋上における概ねの配

置及びカバー形状は，過年度に実施された小名浜港

東港地区臨港道路技術検討委員会（委員長：斎藤 

潮教授（東京工業大学））において方向付けされて

いたため，その基本方針を踏まえつつ計画を進めた． 
 

(2)投光器の詳細配置 

 投光器の設置位置や照射角度の設定にあたっては，

現地試験での確認前に，３ＤＣＧを用いた照明シミ

ュレーションにより見え方を検証しながら基本的な

配置調整を行った．特に歩道側の投光器は，歩車道

境界の地覆部に設置する計画となっているため，極

力歩道側に寄せて配置を計画するものの，ケーブル

の真下付近への位置となり，下段のケーブルに光が

遮られてしまい上段側のケーブルが影になることが

懸念された． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-3 上部工標準断面（中間支点部） 

 
 
 
 
 
 
図-6 シミュレーションによる検証（Ｐ６橋脚） 

また，ケーブル定着部付近への照射に対しては，ケ

ーブル止水カバーによる遮光や歩行者及びドライバ

ーの眩しさ配慮を考慮して照射角度を設定する必要

があった． 
 ３ＤＣＧによるシミュレーションによる検証結果

からは，ケーブル定着部付近は，ケーブル止水カバ

ーによる遮光を考慮し，当初の照射範囲よりもやや

狭い範囲（照射角約４０°まで）となった．また主

塔側のケーブル定着部付近の上段側は，やや影にな

りやすい状況ではあったが，全体としては塔とケー

ブルによるエクストラドーズド橋の特徴的な形状を

夜景に浮かびあがらせることができた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-4 投光器配置・カバー形状の基本案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-5 投光器の配置及び照射角度 
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３．現地試験 

 

(1)試験概要 

３ＤＣＧによるシミュレーションによって設定し

た投光器の配置や照射角度を参考に，明るさや見え

やすさ，印象等を把握するため，現地試験を実施し

た．現地試験の実施概要は以下の通りである． 

 
表-1 現地試験概要 

実施日 平成28年1月21日(水) 晴れ 

点灯箇所 
Ｐ６の北側（歩道側）主塔及び中央側ケーブ

ル 

照明器具 
ケーブル用（白色ＬＥＤ投光器）  8基 

主塔用（フルカラーＬＥＤ投光器） 4基 

点灯カラ― 

※主塔のみ 
①白色 ②青色 ③水色 ④緑色 ⑤黄色 

確認箇所 

視点①：橋上（歩道，車道） 

視点②：2号埠頭先端部（距離約500m） 

視点③：1号埠頭いわき・ら・ら・ミュウ付近

（距離約1km） 

視点④：三崎公園（距離約2km） 

 

現地試験を実施した当時は，地覆部はコンクリー

ト打設前の鉄筋が露出した状態であったため，投光

器は仮設の架台に設置した．投光器カバーはべニア

を用いて簡易に再現し，ボリューム感を確認した．

現地試験に当たっては，図-7に示す4箇所から見え

方を確認した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 橋梁照明箇所と確認箇所 

 

 

 

 

 

 

写真-1 歩道側投光器の設置状況 

(2)現地試験結果 

事前に検証した３ＤＣＧシミュレーションの見え

方と現地試験での見え方を比較したところ，主塔及

びケーブルの照射範囲はほぼ同じであったが，試験

当日の夜は空気が澄んで，月の光の影響もほとんど

なかったこともあり，現地試験での見え方の方が，

より全体的にはっきりと視認された． 

現地試験では，主塔用の照明は5つのカラーで点

灯したが，中でも白色と水色，黄色が主塔及びケー

ブルの形状をはっきりと浮かびあがらせ視認しやす

いという結果であった．ただし，小名浜港の港湾施

設の照明に黄色系の光が多く存在するため，小名浜

港を一体的に見る視点からは，黄色の橋梁照明では

周辺と同化してしまい，やや目立ちにくいというこ

とがわかった．また青色は，輝度測定結果（図-9）

からもわかるとおり他のカラーと比較して極端に輝

度が低く，2号埠頭（距離約500m）から見ても全体

的にぼやけた印象となり，さらに遠方からは周囲の

光に負けてしまって視認されにくいという結果であ

った．橋上においては，歩行者及び自動車ドライバ

ーを想定した眩しさの確認を行ったところ，ケーブ

ルの下部を照射する2灯については，正面から見た

ときにやや光源が目に入りやすく，その他の灯具に

ついては照射角度的にもそれほど眩しいことがわか

った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 現地試験での各視点場からの見え方（白色の場合）

【凡例】 

：橋梁照明箇所 

：確認視点場 

①橋上（歩道，車道） 

④三崎公園（いわきマリンタワー付近） 

②第2号埠頭先端部 
③第1号埠頭（いわき・ら・ら・ミュウ） 

車道からの見え方 

歩道からの見え方 

2号埠頭からの見え方 



 

(3)輝度測定結果 

カラー演出を行う際の参考とすべく，橋上歩道部

からの主塔及びケーブルの輝度を測定し，主塔につ

いては，各カラーにおける輝度の違いを確認した．

白色・黄色の輝度が特に高く，次いで水色が高いと

いう結果であり，逆に青色の輝度は，輝度が低い結

果であった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 カラー別の輝度測定結果 

 

 

４．投光器カバーのデザイン 

 

(1)細部形状 

 投光器カバー形状は，投光器が歩車道境界の地覆

にも設置されることを考慮し，歩行者等の衝突によ

る怪我や視覚的な阻害を小さくするため，角を取っ

た楕円形を基本として，極力コンパクトな印象とな

るようにカバー上部を小さく絞った形状とした．ま

た前述の現地試験において橋上における眩しさを確

認したところ，ケーブルの下部を照射する2灯につい

ては，正面から見たときにやや光源が目に入りやす

いことがわかったため，投光器に遮光ルーバーを設

置することで眩しさの軽減を図る方針とした． 

 

(2)色彩 

 投光器カバーの色彩は，橋上に設置される各種構

造物の色彩との調和を考慮して設定する必要がある

が，既に舗装（アスファルト色），高欄・車両用防

護柵（ダークブラウン），主塔・地覆（コンクリー

ト色），ケーブル（白色）は色彩が決定していた．

ＣＧによる見え方検証の結果も踏まえ，投光器が地

覆と一体的に見られやすく，また同一ライン上に存

在する地覆・主塔・ケーブルが全て白色系であるこ

とから，主塔・地覆等と合わせた白色彩（N8.2程

度）で塗装することとした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-9 投光器カバーの細部形状 

 

 

 

 

 

 

 

図-10 投光器カバーの色彩 

 

 

５．おわりに 

 

本稿では，小名浜港東港地区臨港道路の航路部橋

梁における橋梁照明についての現地試験の実施結果，

ならびに投光器カバーのデザイン検討結果を報告し

た．現在（平成28年9月時点）建設中の橋梁が完成し，

夜景に映し出されることで，昼間だけでなく夜景も

含めて地域のシンボルとなり，皆さんに愛される橋

梁となると期待している． 
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③ﾜｲﾔｰ下

④主塔下

測定ポイント

①主塔：白色／ケーブル：白色 

②主塔：青色／ケーブル：白色 

主塔 ①白色 ②青色 ③水色 ④緑色 ⑤黄色　

①主塔上 14.72 5.19 11.67 11.08 16.01

②ﾜｲﾔ結合部 17.26 5.48 13.4 13.26 16.28

③ﾜｲﾔｰ下 33.68 7.97 19.72 24.98 31.63

④主塔下 12.76 2.02 5.92 7.68 13.71
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照明カラー 
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投光器カバー 
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